










 
研究要旨 
１）小児難治性腎尿路疾患患児の治療法を研究するための基礎的課題として、小児期腎不

全の全国的データベースを作成し、発症頻度、原因疾患、治療法、予後について検討

し、解決すべき問題点を明らかにした。 
２）以上の検討から腎不全患児の発生を減少させるため先天性腎尿路疾患の早期発見／治

療のための超音波スクリーニングについて診断基準の作成、新生児スクリーニングの

前方視的調査を行い、同時にその費用便益を検討した。 
３）小児期においても重要な腎疾患である IgA腎症の治療について多施設共同研究を行い、

カクテル治療が長期予後も改善し得る有用な手段であることを明らかにした。 
４）小児腎不全の重要な治療手段である腹膜透析の合併症（腹膜炎、硬化性腹膜炎、発育

障害）について検討し、明らかにし得た対策を報告した。 
５）病因の旧名が送れている糸球体腎炎、腎尿細管間質疾患の研究を進め、将来の薬剤治

療の導入に役立つ知見を得ることが出来た。 


